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が
道
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
。
転

倒
災
害
も
発
生
し
て
い
る
。
早
急

に
対
策
を
図
ら
れ
た
い
。

 
町　

長 

　

道
路
の
拡
幅
は
問
題
が
あ
る
が
、

隣
接
Ｕ
字
溝
に
蓋
を
設
け
少
し
で

も
巾
を
確
保
す
べ
く
進
め
た
い
。

　

町
道
池
野　

号
線
、
東
西
寺
南

３１

東
の
水
路
へ
の
転
落
事
故
の
発
生

あ
り
。
こ
の
水
路
は
、
豪
雨
出
水

時
は
道
路
ま
で
水
が
あ
ふ
れ
、
水

路
や
道
路
の
境
が
全
く
わ
か
ら
な

　

将
来
の
池
田
町
を
背
負
っ
て
く

れ
る
子
ど
も
た
ち
の
安
全
確
保
と

し
て
、
温
知
小
学
校
南
の
通
学
路

の
改
良
を
早
急
に
図
ら
れ
た
い
。

 
町　

長 

　

Ｊ
Ａ
池
田
支
店
西
の
歩
道
の
整

備
を
進
め
ら
れ
る
よ
う
Ｊ
Ａ
の
既

存
施
設
の
移
設
等
、　

年
度
着
工

２３

予
定
で
調
査
設
計
費
を
上
げ
た
。

ま
た
、
学
校
側
の
歩
道
の
改
良
を

す
る
た
め
の
図
面
づ
く
り
を
進
め

た
い
。

　
「
ト
ミ
ダ
ヤ
池
田
店
」の
北
で
民

家
の
間
に
あ
る
町
道
は
、
道
路
の

拡
幅
が
約　

ｍ
未
実
施
で
あ
る
。

２０

こ
こ
は
巾　
 
㎝ 
の
暗
渠
水
路
の
上

９０

　
「
池
田
町
交
通
死
亡
事
故
多
発

非
常
宣
言
」
が
発
令
さ
れ
る
事
態

と
な
っ
た
な
か
、
大
き
な
交
差
点

で
の
事
故
が
多
発
し
て
い
る
。
事

故
多
発
交
差
点
を
見
て
も
特
別
の

対
策
が
講
じ
ら
れ
た
様
子
が
見
ら

れ
な
い
。
カ
ラ
ー
舗
装
・
太
い
停

止
線
・「
止
ま
れ
」
の
表
示
等
運
転

者
が
、
目
・
耳
・
身
体
で
危
険
を

感
じ
取
れ
る
対
策
を
進
め
ら
れ
た

い
。

 
町　

長 

　

カ
ラ
ー
舗
装
は
、
特
に
よ
く
わ

か
る
対
策
と
い
う
こ
と
で
、
効
果

が
出
て
お
り
ま
す
の
で
、
今
年
度

か
ら
計
画
的
に
取
り
入
れ
進
め
て

ゆ
き
た
い
。

　

中
央
公
民
館
の
前
が
、
乱
雑
な

置
き
方
の
自
転
車
に
占
拠
さ
れ
て

い
る
。
景
観
を
乱
す
こ
と
の
な
い

ス
マ
ー
ト
な
施
設
を
望
む
。

 
町　

長 

　

庁
舎
や
中
央
公
民
館
へ
の
自
転

車
の
利
用
者
は
大
変
多
く
な
り
、

以
前
に
も
質
問
が
あ
っ
た
。
鉄
パ

イ
プ
等
で
ガ
ー
ド
を
し
、
き
ち
っ

と
区
切
り
が
で
き
、
整
然
と
並
べ

ら
れ
る
施
設
を
十
分
検
討
を
し
て

ま
い
り
ま
す
。

交
差
点
の
事
故
防
止
対
策
の
強
化
を

森嶋和明 議員

交通弱者に安全な道路を

悲惨な事故例

「東西寺」南東水路道路 「トミダヤ池田店」北通路

い
状
況
と
な
り
大
変
危
険
で
あ
る
。

転
落
防
止
策
を
早
急
に
図
ら
れ
た

い
。

 
町　

長 

　

こ
の
場
所
の
下
流
に
は
、
橋
が

あ
り
非
常
に
危
険
な
部
分
も
あ
る
。

防
護
柵
を
設
置
し
ま
す
。

狭い歩道（ＪＡ西、校庭南）


